
を
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。
台
風

が
接
近
し
て
い
た
時
期
で
し
た
が
、
大

雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
作
業
は

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

文
化
財
を
大
切
に

　

文
化
財
は
、
先
人
た
ち
が
遺の
こ

し
て
く

れ
た
貴
重
な
財
産
で
す
。
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
力
で
、
こ
の
大
切
な
文
化
財

を
保
護
し
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

市
内
に
あ
る
天
然
記
念
物

　

市
に
は
、平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
、

120
件
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

○
国
指
定
文
化
財 

8
件

○
国
指
定
登
録
文
化
財 

1
件

○
県
指
定
文
化
財 

7
件

○
市
指
定
文
化
財 

104
件

　

文
化
財
に
は
、
有
形
文
化
財
、
無
形

文
化
財
、
民
俗
文
化
財
、
そ
し
て
、
史

跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
市
内
で
は「
清
田
の
大
ク
ス
」

「
竹
島
八
百
富
神
社
社
叢
」「
三
河
大
島

ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
生
息
地
」「
ヒ
メ
ハ
ル

ゼ
ミ
の
生
息
地
」「
ナ
ギ
の
大
木
」「
無

量
寺
の
大
ク
ス
」「
御
堂
山
の
ボ
ダ
イ

ジ
ュ
」「
三
河
地
震
に
よ
る
地
割
れ
」が

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
天
然
記
念
物
を
保
護
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
清
田
の
大
ク
ス
」の
保
全
活
動

　

清
田
町
に
所
在
す
る
清
田
の
大
ク

ス
は
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
元
気
よ
く
茂
っ
て

い
る
大
ク
ス
で
す
が
、
よ
く
観
察
す
る

と
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
枯
れ
て
し
ま
っ

た
枝
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
枯
れ
た
枝

が
落
下
し
て
、
見
学
者
に
当
た
る
と
大

変
危
険
で
す
の
で
、
市
で
は
9
月
に
枯

れ
枝
除
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

清
田
の
大
ク
ス
が
あ
る
場
所
は
、
道

幅
が
狭
い
た
め
、
大
き
な
機
械
が
入
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
作
業
は
、
木
登
り
技

術
を
も
っ
た
専
門
の
職
人
に
よ
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
中
に
は
、「
清
田
の
大
ク
ス
愛

好
会
」の
方
や
地
元
の
方
々
が
数
多
く

訪
れ
、
数
本
の
ロ
ー
プ
を
巧
み
に
操
り

高
い
場
所
の
枯
れ
枝
を
伐
採
す
る
様
子

清田の大クスに登り、枯れ枝の伐採作業を行う専門の職人

　昭和24年に奈良法隆寺の金堂が火災に見舞われ、壁画
が失われました。これを契機に、翌25年に貴重な財産を
守ろうと「文化財保護法」が制定されました。
　昭和29年には法隆寺金堂が修復、竣工したのをきっか
けとして「文化財保護強調週間」が定められました。

文化財保護強調週間
11月1日（木）～7日（水）

竹島八百富神社社叢〔国指定天然記念物〕

博物館  ☎68◆1881
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